
子どもの意欲や主体性を高める生活科授業

～対象との対話を重視したおしろの動物園学習より～

中西正子

1学期のまちたんけんで子どもたちがくり返しかかわった場所は長町公園やだんご屋さんであった。そこで出
会ったおじいちゃんおばあちゃんにインタビューしたり，シロツメクサのかんむりの作り方を教わったり，ペタ
ンクを体験させてもらったり，工場を見学させてもらったりと地域でくらす人々・はたらく人々にふれ合う喜び

を感じることができた。

2学期はさらに気付きの質を高めることが課題であると感じ，和歌山公園動物園に対象をしぼった。「とくいな
こと調べ」や「しぐさ観察」といった視点を持って動物に向き合うことで，子どもたちは発見する喜びを感じる

ことができた。そして発見したことの意味づけをしたり，他者と交流したりすることで，さらに対象に向き合う
意欲が高まった。子ども一人一人の願いや思いをさらに引き出し，反映させる表現方法を探ることが今後の課題
である。

キーワード：まちたんけん，地域気付き意欲，主体性，対象との対話

1 . 意欲や主体性を高める

2年生の子どもたちは「やってみたい」「試してみた

い」という意欲にあふれている。その意欲を持続させ

たり，「もっとこうしてみたい」「こうしたらどうなる

だろう」という発展的な考えをもたせたりすることが

大切だと考えている。

そこで「おもしろそうだなあ」と興味•関心がわく

学習の入り口を用意し，気付く喜び，みんなと学ぶ楽

しさを感じられる単元計画を組むことによって，意欲

を持ち続け，主体的に学ぶ子を育てることができるの

ではないかと考えた。

1 . 1 . 学びをデザインする姿

意欲を持ち続け，主体的に学ぶ姿＝学びをデザイン

する姿を次のようにとらえ，研究をすすめた。

・夢中になって対象に向き合い，くり返しかかわろ

うとする。

・気付きや疑問を生み出しながら，友達とともに楽

しんで課題を解決しようとする。

・自信をもって話す・興味を持って聴く。

一方，子どもたちには，この1年間で「わくわく」

することをいっぱい見付けようと呼びかけ，どの教科

においても適宜，振り返りの際に意識させてきた。

1 . 2. 1学期のまちたんけんで見えてきたこと

1学期のまちたんけんでは，小学校の周りを東へ西

へと歩き，興床あるコト・モノを見つけるところから

スタートした。

そして，全員力琺や文で気軽に振り返りができるよ

うに，「楽しかったこと」「分かったこと」「見つけたこ

と」「もっと見たいこと」という視点で発表させたり，

書かせたりした。その表現から子どもたちは長町公園

やだんご屋さんに興味をもっていることが分かり，＜

り返しかかわることになった。

公園でおじいちゃんおばあちゃんにいっしょにペタ

ンクをさせてと願い出たり，いつも公園を散歩するお

ばあちゃんにシロツメクサのかんむりの作り方や四つ

葉のクローバーを見つけるこつを教えてと願い出たり，

だんご屋さんに作っているところ見せてと願い出たり

した。自分から働きかければ，その願いは届くことが

分かり，地域で生活している人たちにかかわる楽しさ

を感じることができたようだ。

そのあたたかいふれ合いを通して，友達と遊ぶのが

苦手だった児童が輪の中に入っていけるようになった

り，あいさつができなかった児童が「ありがとう」「さ

ようなら」と自信をもって言えるようになったりした。

彼らは単元を通しての振り返りに自身の成長に気付く

言葉を書いていた。

自分たちで地域にくり出していき，様々な学びをし

たことで，学級としても，安心して意見を言い合える

ようになった。

この学び合う集団の質をさらにあげるために，「蔓生

になって対象に向き合い，くり返しかかわろうとする」

子どもにしていくことが重要であると考えた。つまり

対象との対話を充実させること，とりわけ生活科にお

いては気付きの質を高めることである。そこで2学期

は，「おしろの動物園～もっと見つけたいなまちの『わ

くわく』～」という単元を組み，和歌山公園動物園に

対象をしぼった。

2. 気付きの質を高める

気付きの質を高めるための手立ては次の2点である。

暉点を持たせるワークシート

認付きの共有と意味づけ
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2. 1 . 視点を持たせるワークシ＿卜
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視点を持たせるために3種類のワークシートを使っ

た。 （動物教材研究所松本朱実氏提供）

これらをスケッチプック

にはって動物園に出かけた。
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図2 しぐさ観察シーKD

こと」 「ほかの人に教えて

あげたいこと」を害＜欄

もある。

2. 2. 気付きの共有と意味づけ

動物園で気付いたことを共有する際動物教材研究

所のM先生に意味づけをしていただいた。このことで

子どもは，自分で気付くことのおもしろさを実感でき

るようになる。自分の目で見て気付いたことは何にも

増して値打ちのあることなのだと実惑し，自信が芽生

える。どんな図鑑にも載っていない，おしろの動物園

の動物たちのヒミツがスケッチブックに蓄積されてい

＜喜びが味わえる。

また， 2学期は振り返りの際に， 1学期の 「楽しか

ったこと」「分かったこと」「見つけたこと」「もっと見

たいこと」に加え「気付いたこと」 「感じたこと」 「ふ

しぎに思ったこと」 「今日のキラキラ」 「ちょこっと

アドバイス」という視点を持たせた。

絵や文で表現したものを見せ合って，話し合うこと

で友達の気付きとの共通点や違いが分かりやすくなる

のではと考えた。友達の気付きに剌激をうけて 「もっ

と観察したい」 「くわしく知りたいから，次行った時

にたずねてみたい」という思いが生まれるであろう。

3. 単元の実際

おしろの動物園

～もっと見つけたいなまちの「わくわく」～

＜単元目標＞

•和歌山公園動物園の動物を観察したり，飼育員や市

民ボランティアの方々と交流したりして，新たなまち

の「わくわく」を見つけようとしている。

• 自分が感じたり見つけたりしたことを工夫してわか

りやすく伝えようとしている。

＜第 1次 動物園を知ろう＞

第1時 「わたしは動物園が好き（嫌い）です。なぜ

なら～」というはじまりで「動物園とわたし」という

作文を書いた。

その結果，動物園が嫌いな子どもが7人。理由は 「＜

さいから」だった。 「どちらでもない」という意見も出

た。その理由は，動物は好きだが，動物園は嫌いだと

いう。児童 17は 「十分にえさ・すきなものを与えられ

ていない。掃除をされていない動物がいるから」と答

えた。児童 17は「動物には『ことば』があります。み

なさんも動物語を話せるようになってください。」とも

書いていた。

一方，好きな理由の大半は「動物が好きだから」。彼

らの多くは犬や猫金魚などのペットとして動物が好

きという結果であった。またワールドサファリでの体

験（児童7)やイルカショー（児童 15)のことを書い

ている子もいた。動物とのふれ合いをもとめる傾向が

うかがえる。

第2時 M先生，わかやまフレンzooガイド ・K先

生 ・G先生をお招きした。M先生のチンパンジーの飼

育員としての経験を聞き，動物とのふれ合い方を学ん

だ。動物がされて嫌だろうなと思うことはしないこと

を確認した。おしろの動物園クイズから子どもたちは

動物に会いたいと期待感をもった。児童25は 「クイズ

の答えが本当かどうか自分で確かめたい。」と振り返り

に書いていた。

第3時初めて動物園訪問。2~3の動物にしぼって

得意なこと調べ（図 1) をした。動きをじっと見て，

その動物の得意なことを考えてみる。そして絵や言葉

で記録した。絵が苦手な子もいるかと思ったが，全員

が夢中で動物スケッチをしていた。上手下手にとらわ

れず，本物を見ながら描くおもしろさを堪能していた。

帰校後アンケートをとると，全員が 「とてもたのし

かった」か「たのしかった」と回答。気付いたこと，

もっと知りた

いこと・調べ

てみたいこと

があふれてき

たようだ。

図4 絵を描いたり，飼育員さんと話をしたり
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＜第2次動物を観察しよう・ 動物園にかかわる人々

とふれ合おう＞

第 1時 1回目の動物園訪問で描いてきた絵をもとに

気付いたことの発 '- ~• I 

表をした。「メスと

オスの見分け方」

や「くちばしやし

っぽの様子」「とく

いなこと」に興味

が向いていた。

’‘ 図5 絵を見せながら気付いたことを話し合う

第2時 2度目の動物園訪問はアメリカビーバー・ミ

ーアキャッ ト・ シカ ・クジャク・オウム ・マーラ ・ペ

ンギン・リスザルの8種類に分かれ「しぐさ観察」（図

2)を行った。

『J

図6 気付きの共有と意昧づけ

気付きの共有

で，ペンギンチ

ームは2頭の見

分け方を発表。

泳ぎ方もペンギ

ンのぬいぐるみ

を使って実演し

た。（固6)

その他のチームも気付いたことを発表していった。

その都度，ミーアキャットやリスザルが住んでいる場

所の写真やビーバーのような羅歯目の動物の歯の模型

を提示しながら， M先生が子どもたちの気付きの意味

づけをしてくれた。

第3時 2 回目の動物園訪問で気付いたこと•発見し

たこと・不思議に思うことを中心に作文を書いた。 1

学期は振り返り作文で，なかなか鉛筆がすすまなかっ

た児童9や児童 11が何の支援も必要とせず，自分のカ

で書き進めることができた。

ペンギンを見て気付いたこと。1頭は太くて小さくて，

ジャンプも下手で，泳ぐのも下手でした。もう1頭は背が

高くて細くてジャンプもとくいで泳ぐのもうまかったで

す。

分かったことはおなかがすいているときは， ドアをくち

ばしではさんでいたことです。太いほうはくちばしを下に

して何回もはさんでいました。おなかがすいているのに水

はのんでいませんでした。ドアの中に行ったり外に行った

りうろうろしてご］まんがくるのをまっていました。えさの

入れ物に魚が入っていないかずっと見ていました。

なるほどと思ったこと。ペンギンは朝はまった＜泳がな

かったです。朝は寒いからかなと思いました。魚を食べる

ときば項から食べていることが分かりました。ペンギンは

泳ぐときに手をふって泳いで，おきにあがるときは下にも

ぐってじょそうをつけてジャンプしておきにあがりまし
た。

ふしぎに思うことはなぜ頭から魚を食べるのかという

こととなぜ鳥には歯がないのかということです。愧堂 J1) 

児童 11はこの後もペンギンの観察に没頭していた。

＜第3次 動物ガイ ドをしよう＞

第 1 時 わかやまフレンz ooガイド • 本校 3年生の

Aさんにペンギンガイドをしに来てもらった。「こんな

のをぼくらもやってみたい」という声があがった。

第2時 3回目の動物園訪問。ガイドをするなら前回

観察した動物と違うものにしたい子どももいたので，

気になる動物の推移を書かせてみた。シカがなくなり，

ツキノワグマ ・ウサギ ・インコ・キンケイが追加され

た。たっぷりとしぐさ蜆察 （図3)の時間をとった。

実際に檻の前でガイドをしてみるグ）Ir-プも出てきた。

第3時 ガイドのシナリオを作った。まず，個人で書

いて，そのあとグ）ピプで考えた。活動しているとこ

-, H=l■'"'-,.;'l■::;:j なかったビ

..... _ ..,= ろが見られ

ーバーのグ

ループには，

別日に撮っ

ていた柵を

かじり歯を

削っている

図7 グループ3東り合ってシナリオを作る ところのビ

デオを見せた。歯が本当にオレンジ色であることに驚

いていた。

第4時お互いのガイドを聞き合い，質問や気付いた

ことを伝えた。次は授業後半の振り返りの様子である。

T: 今日のキラキラは見つかりましたか？

C7:Sさんが暗唱していて，とてもよかったです。

C2 :M君です。同じグ）レプのM君は言葉につまり

ながらだけど，頑張ってお話していました。

Cl9: ツキノワグマグループさんがベニーちゃんのつ

めのことを教えてくれて，おもしろかったです。

T: ヘぇ～。みんなもつめの話きいた？

（聞けていない子どもが多かったので， C22とC26

に再びみんなの前でガイドをさせた。）

C 15: 獣医さんが麻酔をかけてつめを切ると言ったけ

れど，どうやって麻酔をうつの？

C22とC26:分からない。

T: 分からない時は，どうする？

C:M先生が見に来てくれているからきいてみたい。

図8 ツキノワグマと獣医さ1u<l)話を聴く
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この日，児童 15は次のように書いていた。

私はグーでちょびっと手をあげました。先生を手で『お

いでおいで』して呼びました。そして前からずっと思って

いたことを言いました。『クマにどうやって麻酔をうつ

の？』と。先生は私が「言えない」と言ったのに「みんな

の前で言って」と言いました。みんなは私の話をきいて「そ

うだね。」と考えてくれました。（中略）みんな分からなさ

そうな疑問をつくったので，私は自分がものすごくキラキ

ラでいいと思います。偲童 15)

第5時 IBのペアさんに動物園でガイドをした。進

行係•あいさつ係・説明係・集合係など自分たちで決
めてのぞんだ。（以降の学習活動は省略）

4. 単元の考察

．． ． 
動物を漠然と見るのでなく，

視点をもって観察したことで，

対象との対話が充実した。 2

頭を比べ「このペンギンは泳

ぎが得意」とか「リスザルの

リリーは食べるときにかくれ

んぼしようとする」といった

見方ができるようになり，そ

のことが繰り返し観察した

い気持ちにさせた。

生きているものを一緒に

見て，相手にも楽しんでも

らう動物ガイドは子どもた

ちにとって，ジャンプのあ

る課題であった。ガイドの

内容を話し合って決めてい

ても，檻の前では動物の動

きにあわせて，また聞き手

の反応を見て，対応する必要があった。ビーバーがガ

イドの最中に動いたことやいつもかくれんぽしながら

食べるリスザルがガイドの時は様子が違ったことに興

奮しながら，言葉を選んで話す子どもたちの姿があっ

た。その興奮が伝わってくる児童 24の振り返りであ

主
ガイドをしていて3回目のときに水にぽっちゃ～んと

入りました。そしてずっとぐるぐる回るビーバーでした。

すごかったです。もう 1ぴきは家の中で泳いでいました。

そして後ろ足でかきかきしていました。

泳いでいたビーバーは 1回だけ水の中にもぐっていま

した。最後にさくをかんでいました。すごかったです。ま

た見たいです。侠潅：24) 

気付いたことを発表・交流する方法は「動物ガイド」

以外にも色々考えられるだろうし，ガイドをするにし

ても表現の方法はさらに工夫の余地があったので，そ

れを引き出し，支援できるようにしたい。

5. 成果と課題

ある日曜日，和歌山市公園動物園で市民zooフェ

スティバルが開かれた。興味をもった子どもたちも家

の人に連れてきてもらっていた。

そんな中，単元のはじめに動物は好きだけど動物園

はくさくて嫌いと書いていた児童7が母親と一緒に訪

れた。「先生，私ハッとさせられました。」と母親が切

り出す。「動物園に向かって歩いてくる途中『くさくな

いかな？大丈夫？』と娘に言ってしまったんです。す

ると「『お母さん，動物たちはみんなここで生きている

の。生きているにおい』と娘に返されました。」と・・・。

この児童7は家で金魚を飼い始め，よく世話をしてい

る。「逆立ちしたのが本当にかわいく見えた」など日記

に書いていることから， l匹 l匹の動きもよく見てい

る。

最後に年明けに動物園に訪れた際の振り返りをとり

あげたい。

Tくんも作文帳に書いていたんだけど， リリーが病気で

すごく細くなっていてぜんぜん動こうとしなかったので，

早く元気になってほしいです。 ほかにビーバーが泳いで

いたので，寒くないのかなと思っています。

さいごに飼育員さんがペンギンも寒がりと言っていたの

で，びっくりしました。でもそれならなぜ泳ぐのかなあ。

おしろの動物園はみんなに笑顔をくれてとても楽しくて

いろいろな動物がすんでいる動物園です。なぜならインコ

がまねもするし，リスザルがすごく動くし，とても人気が

あるようだからです。侠境 10)

リスザルの上らへんにストープがあって，リスザルは寒

がりなんだと思った。クマのベニーが冬眠したのは，今日

の朝と言っていました。ピーバーはすいすい泳いでいまし

た。オウムのところにヒーターがあったと先生が言ってい

たので，オウムも寒いんだと思いました。おしろの動物園

ぱ行くのがわくわくする場所です。なぜなら，動伽”いっ

ぱいいるし，よう＜話したり見たりすると楽しくなるから

です。俄嘩22)

同じ個体でも季節によって変化したり，それに伴い

世話の仕方に配慮が見られたりする点に気付くことが

出来た。生きているものへの思いやりも感じられる。

そして何より，自信を持って，自分の気づきや思いを

表現する子どもが増えたことが成果である。

これからも気付きをうながす視点の持たせ方や成長

を自覚できるような表現・交流のさせ方について探り，

主体的に学ぶ子を育てていきたい。
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